
 

子育ては地域づくり 
 

校長 松原 修  
 
 校長室の古い資料を整理していたら、この青少対十三小地区の「十年の歩み」という

資料が出てきました。少し抜粋してみます。 
 
 昭和５７年度 ５月２０日 第１回委員会 青少対発足 

        ８月  パトロール（毎日） 

       １０月  臨時パトロール（週１回） 

            （地域父母の要望による） 
 

 昭和５９年度 ８月４・５日 キャンプ（７４名） 

        ８月  サッカー大会（８６名） 

       １０月２８日 クリーン作戦 

        ３月１７日 綱引き① 
 

 昭和６０年度 ６月 ２日 ゴミ０デー参加 

        ７月２３・２４日 キャンプ 

        ８月２４日 盆踊り 

        ８月２６日 スポーツ大会 

       １０月２７日 クリーン作戦 

       １２月 ３日 映画界（市民センター） 

        ３月 ９日 綱引き②（十三小 ９チーム） 
 
 実は、当時のエピソードもたくさん紹介されているのですが、この発足４年の主な

出来事を眺めるだけでも、当時のご苦労や、青少対にかけられた願いが伝わってくる

ようです。そして、昭和５９年度に綱引き大会が始まったことも分かりました。 
 
 ２月１０日（土）、今年度も青少対二中ブロック第３３回綱引き大会が行われました。

綱引きほどシンプルで、結果もはっきりしていて、そして老若男女、小学生も中学生も

そして大人も一緒に熱くなれるスポーツはそうはありません。青少対の趣旨や活動に

ぴったりで、３０年以上脈々と引き継がれている理由がよく分かります。 
 
 冊子の中に、「子育ては地域づくり」という言葉がありました。私自身も２児の父親

ですが、我が家だけで子どもを育てられているわけではありません。同級生やその保

護者、地域の方々とつながりながら我が子を一緒に育てていただいているというのが

実感です。 
 
 当時の願いを受け継ぎながら、時代、時代の状況や環境も考慮に入れて、これからも

青少対の活動をつなげていければと思います。この場をお借りして、綱引き大会を  

はじめ、青少対の活動にかかわり、支えてくださっている全ての皆様に、改めて御礼 

申し上げます。また今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 












